
多摩川の河川環境について
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京浜河川事務所 河川環境課
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下流部の河川環境（調布取水堰～河口）

上流部の河川環境（源流～羽村取水堰）

■源流部や上流域は山岳渓谷美に富んだ清流となっており、秩父多
摩甲斐国立公園地域に指定され、渓流巡りや山歩きなどの場として首
都圏のハイカーに親しまれている。
■ヤマメ・カジカ等も見られる

中流部の河川環境（羽村取水堰～調布取水堰）

■礫河原をなし、カワラノギクやカワラサイコ等河川敷に特有な植物も見ら
れるが、近年は減少傾向
■近年ハリエンジュが繁茂

ヤマメ

鮎

秩父多摩甲斐国立公園

御岳渓谷

河口付近のヨシ原干潟

昭和５９年

オギの群生
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１．多摩川の河川環境の特徴

ヒヌマイトトンボ

カワラノギク

■河口付近の汽水域にはヨシ原が広
がる
■ヒヌマイトトンボや鳥類等の貴重な
生息域
■都市と河川が調和した良好な河川
景観を形成

多摩川河川環境管理計画の策定（S55）
（ゾーニング計画に基づく河川空間管理の実施）

・河川環境の保全と利用の調和
が求められる

多摩川河川環境管理計画の改訂、多摩川河川整備計画の策定（H13）

・河川法の改正（H9）
  「河川環境の整備と保全」の明文化

S40年代、多摩川沿川では都市の過密化が急激に進行

・環境保全に対する市民の意識向上
・河川敷利用の多様化

・一般市民の運動、レクリエーション、
憩いの場として河川敷利用の転換

■利用面 ■環境面
・身近な自然との触れ合いを河川に
求める

・自然保護活動の活発化

多摩川河川敷は、都市部に残されたオープンスペースとして利用ニーズが拡大

2-1.多摩川河川環境管理計画の概要（策定経緯）
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１．多摩川と市民のふれあいの場を提供する
潤いのある生活をもたらし、豊かな感性を育てる。河川を大切にする気持ちを育てる。

２．多摩川らしさを維持する
現在の多摩川ばかりでなく歴史、周辺地域、景観なども含めて多摩川らしさを損なわな
いようにする。

３．多摩川らしさを活用する
多摩川らしさを維持するにとどめず、より積極的に活用する。

テーマは『人と川のよりよい関係』 多摩川の“自然環境の保全”と“秩序ある利用”を規定したグランドデザイン

空間管理計画 水面管理計画

「多摩川らしさ」を実現する

水面と水際の区分
【河口～調布取水堰(13.2k)】

水面の空間 水際の空間
①船舶航行空間

②多目的利用空間

③手こぎボート空間

④緩衝空間

⑤水際活動空間

⑥自然利用空間

⑦自然保全空間

⑧ 生態系保持空間

自然系空間

人工系空間

ゾーン区分 ゾーン内容
自然系空間
の面積比率

人工系空間
の面積比率

Ａ.人工整備ゾーン 運動施設、遊戯施設など、人工的施設を積極的に整備す
るエリア

0～20 100～80

Ｂ.施設利用ゾーン 人工的施設を中心に、文教施設などの利用も可能なエリア 20～40 80～60

Ｃ.整備自然ゾーン 人工的利用と自然的利用が相半ばしているエリア 40～60 60～40

Ｄ.自然利用ゾーン 自然的施設を中心に整備、人工的施設も若干備えたエリア 60～80 40～20

Ｅ.自然保全ゾーン 自然生態系を保全するため、人工的施設は原則的に設置
しないエリア

80～100 20～100

2-1.多摩川河川環境管理計画の概要（基本方針）

基 本 方 針
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人工系空間 自然系空間

出典：多摩川水系河川整備計画,H13.3月

2-1.多摩川河川環境管理計画の概要（機能空間区分の定義）

植生等の保全や学術研究目的等以外での人の出入りを規制
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■人工系空間
②地先レクリェーション空間
③広域施設レクリェーション空間
④運動・健康管理空間

■自然系空間
⑤自然レクリェーション空間
⑥文教空間
⑦情操空間
⑧生態系保持空間
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空間管理計画図 河川環境の自然度や施設の整備状況等に応じて、機能空間がきめ細かく配置

2-1.多摩川河川環境管理計画の概要（配置図）

2-2.生態系保持空間（⑧空間）の特徴
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・⑧空間には、それぞれ設定根拠となっている特殊性のある環境要素が存在する。

4

平成29年10月19日 第15回川の自然再生セミナー



樹林地面積：47ha（3%） 242ha（14%） ※約５倍
レキ河原面積：187ha（11%） 32ha（2%） ※約１／６

２．現状把握
２）河床変動に関する事項

8

（２）課題 （河川環境の変質）

昭和50年 広大なオギ原

平成21年 樹林化（主にハリエンジュ）

※ その他：公園、グラ
ウンド、ゴルフ場、人工
裸地、構造物、コンクリ
ート構造物、道路

多摩川全体（直轄区間）の植生変化(S51－H22)

3-1.多摩川の河川環境の変化①

多摩大橋周辺（⑧空間）の変化

⑧空間の植生変化(S51－H22)

樹林地面積：20ha（7%） 106ha（35%） ※約５倍
レキ河原面積：33ha（12%） 5ha（2%） ※約１／６

昭和51年 平成22年

・昭和51年当時と比べ、樹林地が増加し（約５倍）、礫河原や草地面積が減少するなど、

高水敷の環境変化が生じている。

昭和51年 平成22年

3-1.多摩川の河川環境の変化②

9

・特に中・上流部の⑧生態系保持空間で、樹林地面積の増加が著しく、ハリエンジュ等の

外来植物が大半を占めている。
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【凡例】
■木本植物群落

（在来）
■木本植物群落

等（外来）※
■草本植物群落

（外来）
■草本植物群落

（在来）
■塩沼・砂丘

植物群落等
■自然裸地
■人工地

※木本植物群落等（外
来）にはクズ群落を含
む

34
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0k 61k
⑧空間

羽
村
堰

小
作
堰

日
野
堰

昭
和
堰

大
丸
堰

⑧空間⑧空間

多摩川全体（直轄区間）の植生変化（面積率）の縦断分布(S51－H22)

樹林化が顕著
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（２）課題 （河川環境の変質）
3-2.多摩川の河川環境の課題①（高水敷の樹林化）

H19(2007)

・中・上流部の扇状地では、樹林化の進行が著しく、河原環境、自然植生域が失われ
ている。
・堰下流の河道では、澪筋の固定、河床洗掘に伴い、低水路と高水敷の比高差が
大きくなり（河道の二極化）、高水敷の樹林化を助長している。

高水敷の樹林化、礫河原の消失
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（３）要因分析 （土砂移動の不均衡是正）（２）課題 （堰による流下能力不足、土砂移動の阻害）
3-2.多摩川の河川環境の課題②（河口干潟の減少）

干潟

干潟

S49(1974)

H19(2007)

ヨシ原の拡大、干潟の減少

・河口部では、ヨシ原に土砂が堆積し面積が拡大（陸化）することで、干潟の面積が
減少している。

・また、干潟の減少、ヨシ原の乾燥化に伴い、ウラギク、シオクグなどの希少な塩生
植物が生育する湿地や、ヒヌマイトトンボの生息地が減少している。

干潟（入江）

ヨシ原
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河床横断変遷（5.2k）

堆積

堆積

5k 4k

6

平成29年10月19日 第15回川の自然再生セミナー



■多摩川は、貴重な自然環境の保全と高水敷利用の調和を図るため、河道内を
きめ細かく機能空間区分した「河川環境管理計画」が策定されている（S55策定、
H13年改定）。

■特に、中・上流部の扇状地河道に現存している多様な河原環境や、河口部の
干潟環境は、都市部に残された貴重な自然環境となっていることから、生態系
保持空間（⑧空間）に設定されている。

3-2.多摩川の河川環境の課題③（まとめ）

12

■計画策定から約４０年を経て、⑧空間を含む自然系空間全体として、高水敷
の樹林化等による自然環境の変化（在来植生の減少等）が著しく、河口部も干
潟の減少が見られるなど、多摩川らしい自然環境が失われてきている。

■自然に任せる（人が手を加えない）ことを原則とした⑧空間の管理手法は限界
がある。

■現在、自然環境の保全・再生、維持管理に関する知見を得るため、自然再生
対策を試験的に実施している。

（２）課題 （堰による流下能力不足、土砂移動の阻害）

4-1.生態系保持空間(⑧空間)における自然再生対策

②谷地川合流点地区
（多摩大橋周辺）

③浅川合流点地区

①永田地区

澪筋の固定化と深掘れ解消による
「治水と環境の調和」した川づくり
（H25年度～施工中）

礫河原再生（H24,26年度施工）

13

礫河原再生
（永田橋上流：H13年度施工、永田橋下流：H22年度施工）
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自然再生前（H11年）
H11(1999)

旧川跡
ハリエンジュ

4-2.①永田地区（右岸52k付近）：礫河原再生

14

○生態系保持空間の劣化状況

・かつては小起伏に富んだ地形が多様な植生を生育させるとともに、広大な礫河原
には礫河原固有のカワラノギクが広く分布する等、中流域上部の自然植生をよく残
す区域であった。
・しかし、外来樹木のハリエンジュの拡大が顕著であり、礫河原の減少や旧川跡の
埋没する等、河川環境が劣化している。

S49(1974)
広い砂礫州あり

広い砂礫州あり

旧川跡
カワラノギク
生育範囲

S55環管策定時(S51年)
カワラノギクが

広く分布

ハリエンジュに
よる樹林化⑧空間範囲

永
田
橋

永
田
橋

25年

15

○礫河原再生の実施
（永田橋上流側）

維持管理を前提とした
カワラノギクの緊急保全地 撹乱を受けやすい礫河原

を人工的に再生

Ａ工区の横断イメージ Ｃ工区の横断イメージ

・平成13年より、樹木の伐採、及
び高水敷の掘削により、5つの
工区を造成している。
・Ａ工区はカワラノギクの緊急保
全区として河原を造成し、地域
と連携した管理を実施している。
・Ｂ,Ｃ,Ｄ工区は徐々に冠水頻度
が高くなるように掘削され、Ｂ,Ｃ
工区では河原を造成している。

A工区でのカワラノギク
の播種

市民・研究者等の協働
による植生管理

4-2.①永田地区（右岸52k付近）：礫河原再生

再生･保全目標：カワラノギク等の河原固有生物、及び扇状地の川にふさ
わしい多様性の保全・再生

永
田
橋

8
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礫河原再生範囲
（H13年度施工）

A工区

礫河原再生範囲
（H22年度施工）

永
田
橋

H26.10月撮影

16

○礫河原再生の効果

・Ａ工区へ播種による導入を行った結果、それらが種子供給源となって、Ａ工区外、
および永田地区全域までカワラノギクの生育場所が拡大している。
・カワラノギクは播種を行った管理区から分散し、分布を拡大している ことが確認さ
れており、緊急保全対策によって短期的に個体群の再生を図るという目的は、 十
分に達成できたと評価できる。

4-2.①永田地区（右岸52k付近）：礫河原再生

A工区から下流の自然の礫河原に
カワラノギクの生育域が拡大

（平成22年10月撮影）

除草作業前

除草作業後

17

○市民等と連携した維持管理（カワラノギクプロジェクト）

4-2.①永田地区（右岸52k付近）：礫河原の再生

平成29年度の市民等と連携した維持管理の状況（H29.7月）

カワラノギクプロジェクトの実施体制

平成29年度 参加者公募チラシ

・平成7年より、市民・流域自治体・研究者・河川管理者により、かつて多摩川の礫河原のシン

ボルであったカワラノギクの保全・再生を目的とした「カワラノギクプロジェクト」を実施してい
る。
・カワラノギクの緊急保全区としたＡ工区では、約年3回の市民等と連携した維持管理（雑草
の人力伐根）により、カワラノギクの生育に適した良好な礫河原が維持されている。

除草作業

除草作業終了

9
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4-2.②谷地川合流点地区（右岸43k付近）：治水と環境の調和した川づくり

S55環管策定時(S51年)

自然再生対策前（H20年）

○生態系保持空間の劣化状況

ハリエンジュが拡大し、
樹林化が顕著

クズ、カナムグラ等の
ツル植物が繁茂

H19(2007)

植生の単調化（ｵｷﾞの減少、
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭやﾂﾙ植物の拡大）

流路跡の
池の減少

礫河原にハリエ
ンジュが拡大

・かつては、多摩川のなかでもオギ等の自然植生域が最も広く分布し、礫河原、池、
水路などの複雑な地形が形成されていた。

・しかし、外来樹木のハリエンジュやツル植物の拡大により植生が単調化するととも
に、礫河原や流路跡の池が減少する等、河川環境が劣化している。

オギ原が広く
分布

⑧空間範囲

礫河原が
広く分布

礫河原の
減少

ハリエンジュに
よる樹林化

ツル植物の
拡大

H20はS51に比べ、ハリエンジュや
ツル植物の拡大により、植生が単調化H20.10月撮影

S49(1974)

右岸への分流跡が見られる 右岸への分流
跡が見られる

土丹層の露頭

土丹層の露頭分流跡に広い
礫河原

分流跡に広
い礫河原

オギ原が広く分布
33年
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平成26年7月撮影

埋戻し

せせらぎ水路

帯工 帯工

帯工

帯工 土砂の自然な堆積を期待対策範囲

八王子市

昭島市 立川市

日野市

多摩川

谷地川

高水敷の切り下げ

橋脚対策

池の再生

ハリエンジュ伐採・伐根

礫河原の再生

河床が深く削られている部分
を土砂や石で埋め、川の流
れを中央に寄せる。

現況河道
掘削面

河床を土砂や石で埋め、右岸側の高水敷を切り
下げることで、幅広く浅い流れにする。

昭島市 八王子市

日野市
水衝部対策（高水敷の造成）

埋戻し 高水敷の切り下げ（礫河原の再生） 対策④

巨大樹林化した樹木を伐採、抜根し、
洪水の安全な流下を図る。

巨大樹木の伐採・抜根

19

○治水・環境対策の実施

4-2.②谷地川合流点地区（右岸43k付近）：治水と環境の調和した川づくり

礫質層

土丹層(不透水層を形成)

せせらぎ水路(新設）池の再生(掘削）ヤナギ林

水生植物

ハリエンジュ林(伐採)

水の供給による地
下水の涵養

礫質層

地下水

HWL

対策⑥
せせらぎ水路

池の再生 池の再生とせせらぎ水路による地下水の涵養等により湿潤環境を再
生。これにより、水生植物等の生育環境が確保。

ハリエンジュ等の樹木群を伐採し、
オギなどを主体とした本来の多摩川
らしい草地環境を再生。

ハリエンジュ伐採･抜根

オギ原の再生

オギ根茎土で被覆

対策⑤ ハリエンジュ伐採・抜根

水衝部対策（高水敷の造成）

帯工

河床を土砂や石で埋めるとともに帯工を設置
し、土砂の移動を制限することで、河床を安定
させる。

ブロックによる帯工を
河床に設置

帯工横断イメージ

対策①

対策③

対策②

再生･保全目標：礫河原、湧出池等の複雑な地形による変化に富んだ自
然植生、及びそれらに依存する生物群集の保全・再生

10
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平成26年8月

樹木伐採・高水敷
の切り下げ

ｵｷﾞ群集, 

15%

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ

群落, 
65%

一年草

群落, 
38%

ｵｷﾞ群集, 

17%

砂礫地, 

29%

平成28年11月
工事3年目（河道掘削直後）

平成22年10～12月
施工前

20

定点写真（多摩大橋から上流を望む）

○治水・環境対策の効果（礫河原の再生）
・施工前はハリエンジュが優占していたが、自然再生対策により礫河原環境が再生
され、H29.7月現在、施工後3回の出水により礫河原環境が維持されている。
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埋戻し

せせらぎ水路

帯工

帯工

帯工

水衝部対策（高水敷の造成）対策範囲

八王子市

昭島市

多摩川

谷地川

高水敷の切り下げ

橋脚対策

池の再生

ハリエンジュ
伐採・伐根

礫河原の再生

定点写真

ハリエンジュに
よる樹林化

礫河原が
再生

撹乱後に早期
に侵入する種

4-2.②谷地川合流点地区（右岸43k付近）：治水と環境の調和した川づくり

平成29年6月

オギ根茎土
試験地

 

●オギ根茎土試験地 （約１００㎡＝５ｍ×２０ｍ）

地域住民の理解を促進するため、河川管理者、自
治体、地域住民、市民団体、大学、工事関係者の計
41名が参加してオギ根茎土の敷設作業を実施。

事前に周辺のオギ原
から根茎土を収集

伐採･抜根

HWL

ハリエンジュによる樹林化

HWL

オギ根茎土

表土を30cm程度除去した試験地に
人力でオギ根茎土から根茎を採取し、概ね均一に
試験地に撒き出す。
撒き出し後、残った根茎土を投入し、踏み固める。

根茎土の運搬・敷設オギ根茎の採取・撒き出し敷設作業前 施工地 施工後（約２ヶ月後）

21

○市民参加型オギ再生試験の実施（H26.3.21）（試験結果は「対策③」に反映）

4-2.②谷地川合流点地区（右岸43k付近）：治水と環境の調和した川づくり
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4-2.③浅川合流点地区（右岸37.5k付近）：礫河原再生

S49(1974)

H19(2007)

四谷下堰の
痕跡あり河原植生域

右岸への分流跡が見られる
広い砂礫州

あり流路跡の池

中水敷

中水敷

ゴルフ広場
（不法占用）

S55環管策定時(S51年)

自然再生対策前（H20年）

ｵｷﾞ群集, 
6%

ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ

群落, 
20%

ｸｽﾞ‐ｶﾅﾑ

ｸﾞﾗ群集, 
46%

自然裸地, 
7%

ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ

‐ｶﾜﾗｻｲｺ

群集, 

21%

ｵｷﾞ群集, 

18%

自然裸地, 

31%

○生態系保持空間の劣化状況

⑧空間範囲

・かつては、複雑な流れや地形が形成され、中流域の自然植生をよく残し、多摩川
におけるカワラヨモギ－カワラサイコ群集の最大の生育地でもあった。

・しかし、礫河原が減少するとともに、河原植生域にハリエンジュやシナダレスズメガ
ヤの侵入、ゴルフ広場等の人為的な圧力等により河原植物が消滅寸前になる等、
河川環境が劣化している。

礫河原にハリエ
ンジュが拡大 礫河原にハリエ

ンジュが拡大

ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ
の侵入

礫河原が
広く分布

ハリエンジュに
よる樹林化

礫河原植物
が広く分布

礫河原の
減少

ツル植物の
拡大

H20はS51に比べ、ハリエンジュやツル
植物の拡大により、植生が単調化

33年

標準断面図
【Ⅰ期施工】

（15cm）
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再生･保全目標

多摩川最大の河原性植物群落
と多様な河川環境（旧川跡地の
窪地、湧出地、本川の瀬と淵）
の保全・再生

○礫河原再生対策の実施

38.0k

平成20年撮影

Ⅰ期施工 礫河原植物の供給

表土掘削・礫敷均しエリア

礫河原再生エリア
樹木伐採・伐根箇所

表土剥ぎ実施個所

Ⅱ期施工

根茎が達する深さ

ハリエンジュ除去範囲
根茎が生育する深さまで表土掘削→処分

発生土砂を活用して、
現地盤高まで埋め戻し

ＡＰ+55.5m

既存の礫河原

H.W.L.

測量時水位

根茎混じり
表土の除去

砂主体

礫主体

試掘調査により根系が存
在する深さを確認し、
1.1mの表土を掘削

細粒土砂堆積層の高さ（推定）

表土掘削 15cm

標準断面図
【Ⅱ期施工】

4-2.③浅川合流点地区（右岸37.5k付近）：礫河原再生

表土掘削 50cm

樹木伐採・伐根箇所
表土剥ぎ
実施個所

標準断面 標準断面

礫河原再生エリア
洪水で撹乱する高さに掘削

表土掘削・
礫敷均しエリア
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・自然再生対策、及びその後の維持管理により、草丈が低く、まばらに植物が生育し
ており、河原植物の生育に適した光環境が維持されている。
・そのため、河原植物が早期に定着し、Ⅰ期施工では、施工3年目にはカワラヨモギ

がマット状に生育するほど拡大した。 （施工2年目から河原植物と競合するシナダレスズメガヤの急激な再生・拡大が確認）

カワラナデシコ

カワラサイコ カワラヨモギカワラケツメイ カワラバッタ

○礫河原再生対策の効果（礫河原植物の生育）

平成28年調査結果
（Ⅰ期施工：秋、Ⅱ期施工：春）

Ⅰ期施工（H24年度施工）

Ⅱ期施工（H27年度施工）・対策後にカワラサイコ、カワラケツメイ、カワラヨモギが確認

4-2.③浅川合流点地区（右岸37.5k付近）：礫河原再生

カワラニガナ

表土掘削・礫敷均しエリア

礫河原再生エリア

樹木伐採・伐根箇所

表土剥ぎ実施個所
・対策後にカワラナデシコ、カワラサイコ、カ
ワラケツメイ、カワラヨモギが確認

・カワラヨモギがマット状に拡大

・対策後にカワラニガナ、カワラヨモギ、カワラバッタが確認

・対策後にカワラバッタが確認

シナダレスズメガヤ
人力抜根箇所

第2回人力抜根直前（H28.6.14）

シナダレスズメガヤの芽生えの状態で
分布（約84,000株（推定）を除去）

シナダレスズメガヤ

・自然再生対策の2年後から、河原植物の生育地にシナダレスズメガヤが急激に再
生・拡大したため、河川管理者、自治体、市民団体による維持管理を3回（H27.7月
、H28.6月、H29.7月）実施している。
※管理手法は植物の保全の観点から、シナダレスズメガヤの選択的除去が可能な人力抜根とした。

H28.06.14

第1回人力抜根実施直前（H27.7.7）

シナダレスズメガヤが広く疎らに株状
に分布（約11,000株（推定）を除去）

シナダレスズメガヤ

年月 実施概要
H25.3 自然再生工事（表土剥ぎ）

H26.10 シナダレススメガヤ再生・拡大

H27.7 人力抜根１回目（23名）

H28.6 人力抜根2回目（23名）

H29.7 人力抜根3回目（28名）市民団体の参加

河川管理者・自治体・市民団体による
人力抜根の実施

第3回人力抜根直前（H29.7.21）

シナダレスズメガヤの芽生えの状態で
分布（約47,000株（推定）を除去）

シナダレスズメガヤ

H29.7.21H29.7.21

○表土剥ぎ実施個所での維持管理（シナダレスズメガヤ）
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4-2.③浅川合流点地区（右岸37.5k付近）：礫河原再生
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５．今後の多摩川の河川環境管理

26

【今後の多摩川の河川環境管理の方向性（検討課題）】

■多摩川の中で希少性の高い環境、良好な状態で維持されている環境、人が手
を加えることで守るべき環境など、幅広い視点から環境上の価値が高い箇所
（優先的に保全すべき箇所）の評価・抽出

■人との関わりで維持管理してくことも前提とした、河川環境管理（機能空間配
置）の検討

■人との関わりによる管理の一手法としての効果的な自然再生対策の手法・進め
方の確立
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第49回多摩川流域セミナー 紹介
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